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査
読
論
文漢

訳
経
典
・
儀
軌
の
成
立
事
情

―
善
無
畏
訳
を
中
心
と
し
て
―

小

崎

良

行

は
じ
め
に

　

密
教
経
典
研
究
は
『
大
日
経
』
や
初
会
『
金
剛
頂
経
』
等
中
期
密
教
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
膨
大
な
成
果
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
の

中
で
密
教
経
典
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
は
大
村
【
一
九
一
八
】
を
嚆
矢
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
先
学
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
大
村
氏
の
研
究
し
か
り
栂
尾
【
一
九
三
三
】
等
の
研
究
も
イ
ン
ド
密
教
研
究
に
偏
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
松
長
【
一
九
六
九
】
に
よ
る
通
史
的
研
究
や
、
祖
師
伝
研
究
（
松
長
【
一
九
七
七
】）
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
『
大
日
経
』

の
漢
訳
者
で
あ
る
善
無
畏
（
六
三
七
〜
七
三
五
）
に
関
す
る
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
が
翻
訳
し
た
『
大
日
経
』、

講
説
し
た
『
大
日
経
疏
』
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
善
無
畏
訳
経
典
の
研
究
は
長
部
【
一
九
八
二
】
等
以
外
に
あ
ま
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り
見
ら
れ
な
い
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
金
剛
智
、
不
空
、
善
無
畏
の
漢
訳
し
た
経
典
・
儀
軌
（
以
降
、「
経
軌
」
と
呼
称
）
の
中
に
は
、
中
国
成

立
と
目
さ
れ
る
編
輯
経
典
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
編
輯
経
典
と
目
さ
れ
る
も
の
は
、
彼
ら
三
蔵
達
の
弟
子
の
一
群
の
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
成
立
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は
こ
れ
ら
の
内
、
善
無
畏
訳
と
称
さ
れ
て
伝
わ
り
現
存
し
て
い
る
経

軌
に
注
目
し
、
善
無
畏
以
降
の
中
国
密
教
の
一
端
を
探
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
編
輯
経
典
に
つ
い
て 

〜
漢
訳
経
典
の
三
分
類
〜

　

船
山
【
二
〇
一
三
】
は
仏
典
の
漢
訳
に
関
し
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
中
国
に
お
い
て
手
を
加
え
て
成
形
さ
れ
た

「
編
輯
経
典
」
の
存
在
を
明
確
に
定
義
立
て（
１
）、

七
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
う
い
っ
た
編
輯
経
典
は
、
善
無
畏
訳

経
軌
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る（
２
）。

な
お
、
船
山
【
二
〇
一
三
】
で
は
、
善
無
畏
、
金
剛
智
、
不
空
等
に
よ
っ
て

訳
さ
れ
た
密
教
経
軌
に
対
す
る
言
及
は
少
な
い
。

【
参
考
】
船
山
氏
に
よ
る
七
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け

①　
抄
経
（
抜
粋
経
典
）

②　
異
な
る
訳
者
の
部
分
訳
を
つ
な
い
で
一
つ
に
し
た
も
の

③　
項
目
羅
列
型
の
経
典
（
法
数
や
仏
名
な
ど
）

④　
喩
え
話
を
集
め
た
経
典

⑤　
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
戒
律
儀
礼
や
瞑
想
法
な
ど
の
手
引
書
）
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⑥　
伝
記

⑦　
そ
の
他
（
中
国
で
編
輯
し
た
教
理
学
書
）

【
参
考
】
※
船
山
【
二
〇
一
三
】
一
七
二
頁
よ
り

こ
れ
ら
は
み
な
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
「
漢
訳
」（
真
経
）
と
「
偽
経
」
の
中
間
に
位
置
す
る
文
献
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
漢
訳

の
一
種
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
対
応
す
る
イ
ン
ド
語
原
典
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
点
で
、
純
然
た
る
「
漢
訳
」

と
異
な
る
。
他
方
、
経
典
を
偽
作
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
な
い
点
や
、
個
々
の
構
成
要
素
に
は
中
国
特
有
の
文
化
的
要
素
が
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
「
偽
経
」
と
も
一
線
を
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
諸
経
典
は
、
大
抵
の
場
合
、
伝
統
的
な

経
録
の
中
で
偽
経
と
し
て
批
判
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
点
に
も
留
意
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
仮
に
「
編
輯
経
典
」

と
呼
ぶ
と
す
る
と
、
漢
語
の
経
典
は
、
従
来
型
の
二
分
類
と
合
わ
せ
て
、
以
下
の
三
種
に
分
類
で
き
る
。

　
　
（
一
）
漢
訳
経
典Chinese Buddhist T

ranslations （CBT

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
来
型
の
「
真
経
」
に
相
当

　
　（
二
）
編
輯
経
典Chinese Buddhist Com

pilation Scriptures （CBCS

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
統
的
分
類
に
は
存
在
し
な
い
新
視
点
。
従
来
型
の
真
経
の
一
部
が
こ
れ
に
相
当

　
　
（
三
）
偽
作
経
典Chinese Buddhist A

pocrypha （CBA

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
来
型
の
「
偽
経
」
に
相
当
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二
―

一
、
中
国
密
教
の
事
情

　

イ
ン
ド
で
興
っ
た
密
教
が
い
つ
頃
中
国
へ
伝
来
し
た
の
か
、
ま
ず
確
認
し
、
さ
ら
に
中
国
密
教
全
体
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

　

イ
ン
ド
で
は
多
数
の
密
教
経
典
が
成
立
し
、
中
国
へ
と
将
ら
さ
れ
た
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
最
初
期
は
後
漢
の
時
代
三
世

紀
の
前
半
に
ま
で
遡
れ
る
と
い
う（
３
）。

中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
初
期
の
密
教
経
典
は
、
い
ず
れ
も
陀
羅
尼
も
し
く
は
占
星
法
を
説
く
も

の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
未
整
備
の
雑
密
経
典
で
あ
り
、
中
期
密
教
の
代
表
的
経
典
で
あ
る
『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』
の
よ
う
に
三

密
行
が
説
か
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た（
４
）。

　

中
期
密
教
の
経
典
は
、
イ
ン
ド
で
成
立
し
て
か
ら
大
き
な
時
間
差
も
な
く
陸
海
路
を
通
じ
て
玄
宗
（
六
八
五
〜
七
六
二
（
在
位
七

一
二
〜
七
五
六
））
期
の
中
国
、
唐
へ
と
伝
わ
っ
た（
５
）。

唐
へ
と
伝
わ
っ
た
中
期
密
教
の
経
典
は
、
善
無
畏
、
金
剛
智
（
六
七
一
〜
七

四
一
）、
不
空
（
七
〇
五
〜
七
七
四
）
ら
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。
漢
訳
さ
れ
た
密
教
経
典
は
入
唐
八
家
（
最
澄
・
空
海
・
常
暁
・

円
行
・
円
仁
・
恵
運
・
円
珍
・
宗
叡
）
ら
に
よ
っ
て
日
本
へ
将
来
さ
れ
、
善
無
畏
、
金
剛
智
、
不
空
ら
の
漢
訳
で
あ
る
と
さ
れ
、
現

存
し
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
全
て
が
彼
ら
三
蔵
の
漢
訳
で
あ
る
と
看
做
す
こ
と
は
出
来
ず
、
彼
ら

以
降
に
彼
ら
の
影
響
下
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
弟
子
た
ち
一
群
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
中
国
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
も
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

さ
て
、
山
口
【
二
〇
一
六
】
で
は
、
中
期
密
教
の
経
典
が
将
来
さ
れ
た
頃
の
中
国
密
教
の
特
色
を
「
請
来
期
」・「
展
開
期
」
に
分

け
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
請
来
期
は
善
無
畏
や
金
剛
智
ら
に
よ
っ
て
、『
大
日
経
』
や
『
略
出
念
誦
経
』
等
が
漢
訳
さ
れ
、

中
国
に
密
教
が
拡
が
る
礎
が
築
か
れ
た
時
期
で
あ
り
、
展
開
期
は
次
の
項
目
分
け
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
特
色
が
あ
る
と
い
う
。
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【
参
考
】
中
国
に
お
け
る
中
期
密
教
の
展
開
期　
※
山
口
【
二
〇
一
六
】
一
一
三
頁
よ
り

（
１
）
護
国
思
想
の
展
開

（
２
）
新
た
な
皇
帝
観
の
試
み

（
３
）
速
疾
成
仏
の
強
調

（
４
）
唯
識
教
学
の
導
入

（
５
）
両
部
思
想
及
び
三
部
思
想

　

ま
た
、
イ
ン
ド
後
期
密
教
の
経
典
も
中
国
に
伝
え
ら
れ
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
一
応
翻
訳
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、

実
践
化
・
信
仰
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
一
部
は
平
安
後
期
の
日
本
に
も
送
ら
れ
た（
６
）。

　

こ
こ
ま
で
中
国
密
教
を
概
観
し
て
き
た
が
、
以
降
は
善
無
畏
訳
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

二
―

二
、
善
無
畏
訳
の
事
情

　

善
無
畏
は
開
元
四
（
七
一
六
）
年
に
陸
路
、
長
安
に
入
り
、
開
元
二
三
（
七
三
五
）
年
に
入
寂
す
る
ま
で
の
二
〇
年
程
を
長
安
と

洛
陽
で
過
ご
し
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
善
無
畏
訳
経
軌
の
経
録
へ
の
入
蔵
を
確
認
し
た
い
。

○
『
開
元
録
』

　
　

大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
変
加
持
経
七
巻
（
第
七
の
一
巻
、
是
れ
念
誦
法
な
り
）

　
　

蘇
婆
呼
童
子
経
三
巻
（
唐
に
妙
臂
童
子
と
云
う
。
亦
、
蘇
婆
呼
律
と
云
う
。
或
い
は
二
巻
な
り
）
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蘇
悉
地
羯
羅
経
三
巻
（�

唐
に
妙
成
就
法
と
言
う
。
此
れ
蘇
婆
呼
と
並
び
に
是
れ
呪
毘
奈
耶
な
り
。
曾
て
大
曼
荼
羅
に
入
ら
ざ
れ

ば
、
合
に
輒
く
読
む
べ
か
ら
ず
。
未
だ
受
具
せ
ざ
る
人
、
戒
律
を
盗
聴
す
る
に
同
じ
。
便
ち
盜
法
と
成

す
）

　
　

虚
空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
一
巻
（�

梵
本
の
金
剛
頂
経
成
就
一
切
義
品
よ
り
出
づ
。
略
し
て
少
分
を
訳
す
）

右
、
四
部
一
十
四
巻
、
其
本
並
び
に
在
す（
７
）

○
『
貞
元
録
』

　
　

大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
変
加
持
経
七
巻
（
第
七
の
一
巻
、
是
念
誦
法
な
り
。
開
元
十
三
年
、
東
都
大
福
先
寺
に
於
て
訳
す
）

　
　

蘇
婆
呼
童
子
経
三
巻
（�

唐
に
妙
臂
童
子
と
云
う
。
亦
、
蘇
婆
呼
律
と
云
う
。
或
い
は
二
巻
な
り
。
開
元
十
四
年
、
東
都
大
福
先

寺
に
於
て
訳
す
）

　
　

蘇
悉
地
羯
羅
経
三
巻
（�

唐
に
妙
成
就
法
と
言
う
。
此
れ
蘇
婆
呼
と
並
び
に
是
れ
呪
毘
奈
耶
な
り
。
曾
て
大
曼
荼
羅
に
入
ら
ざ
れ

ば
、
合
に
輒
く
読
む
べ
か
ら
ず
。
未
だ
受
具
せ
ざ
る
人
、
戒
律
を
盗
聴
す
る
に
同
じ
。
便
ち
盜
法
と
成

す
。
開
元
十
四
年
、
訳
す
）

　
　

虚
空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
経
一
巻
（�

梵
本
の
金
剛
頂
経
成
就
一
切
義
品
よ
り
出
づ
。
略
し
て
少
分
を
訳

す
。
開
元
五
年
、
西
明
寺
菩
提
院
に
於
て
訳
す
）
右
四
部
一
十
四

巻
、
其
の
本
見
に
在
す（
８
）

　

こ
の
よ
う
に
、
経
録
が
記
録
し
て
い
る
の
は
『
虚
空
蔵
求
聞
持
法
』
一
巻
、『
大
日
経
』
七
巻
、『
蘇
悉
地
経
』
三
巻
、『
蘇
婆
呼
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童
子
経
』
三
巻
の
み
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
善
無
畏
の
訳
出
及
び
そ
の
撰
述
に
係
る
も
の
は
、
こ
の
他
、
二
一
部
三
一
巻

あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
９
）。

し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
中
国
の
記
録
に
お
い
て
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず（

（1
（

、
入
唐
八
家
の
将
来
録
に
記
録

さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な
お
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
関
し
て
も
、『
阿
娑
縛
抄
』
や
『
覚
禅
鈔
』
に
記
録

が
見
ら
れ
、
実
際
に
『
大
正
蔵
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
善
無
畏
訳
と
看
做
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

な
お
、
大
村
【
一
九
一
八
】
は
『
大
正
蔵
』
に
未
収
載
の
善
無
畏
に
係
る
史
料
と
し
て
、『
五
部
心
観
』（
具
名
『
悝
多
僧
蘖
哩
五

部
心
観
』）
と
『
心
地
秘
訣
』（
具
名
『
最
上
乗
受
菩
提
心
戒
及
心
地
秘
訣
』）
を
指
摘
し
て
い
る
。『
五
部
心
観
』
は
善
無
畏
系
の
『
金

剛
頂
経
』
を
見
出
せ
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
心
地
秘
訣
』
は
、『
無
畏
三
蔵
禅
要
』
の
別
行
本
と
さ
れ
、

「
無
畏
流
出
一
行
記
」
と
し
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。

☆
経
録
へ
の
入
蔵
：
四
部
一
四
巻

☆
将
来
録
の
記
録
：
二
一
部
三
一
巻

　

以
降
で
は
、
中
国
密
教
の
展
開
過
程
を
確
認
す
る
視
点
と
し
て
『
大
日
経
』
を
中
心
と
し
た
善
無
畏
訳
経
軌
に
見
ら
れ
る
五
字
厳

身
観
、
そ
し
て
金
胎
合
行
化
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
な
お
、
五
字
厳
身
観
が
『
大
日
経
』
か
ら
儀
軌
（「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」）
へ
、

儀
軌
（「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」）
か
ら
次
第
へ
と
展
開
す
る
な
か
で
の
内
容
変
化
は
、
川
崎
【
二
〇
一
四
】
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
変
化
は
川
崎
【
二
〇
一
四
】
の
論
考
を
参
照
し
て
次
節
で
確
認
す
る
と
伴
に
、
本
稿
で
は
そ
の
先
の
展
開
を
も
見
て
い
き

た
い
。
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三
―

一
、
中
国
密
教
の
展
開　

五
字
厳
身
観
と
い
う
視
点

　

五
字
厳
身
観
の
名
称
は
『
大
日
経
』
第
七
巻
「
持
誦
法
則
品
」
に
「
五
字
を
以
て
身
を
厳
れ
ば
、
威
徳
具
に
成
就
す
。（

（1
（

」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
観
法
は
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
をa

・va

・ra

・ha

・kha

の
五
字
で
表
し
、
そ

の
五
字
を
修
法
者
の
体
の
五
処
に
配
置
し
て
、
そ
の
身
を
荘
厳
し
、
本
有
法
身
を
証
得
す
る
密
教
観
法
で
あ
り
、
現
在
、
日
本
に
お

い
て
も
胎
蔵
法
を
修
法
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
観
法
は
金
剛
界
法
の
五
相
成
身
観
と
対
を
な
す
重
要
な
観
法
で

あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、
五
字
厳
身
観
は
善
無
畏
訳
経
軌
、
あ
る
い
は
善
無
畏
に
係
る
物
の
多
く
に
説
か
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

◎
『
大
日
経
』
前
六
巻

◎
『
大
日
経
』「
供
養
法（

（1
（

」「
持
誦
法
則
品
」

【『
大
日
経
』
前
六
巻
の
注
釈
書
】

○
『
大
日
経
疏
』（『
大
正
蔵
』
一
七
九
六
番
、
具
名
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』）
善
無
畏
口
説
、
一
行
（
六
八
三
〜
七
二
七
）
記
。

【『
大
日
経
』「
供
養
法
」
の
注
釈
書
】

○
『
不
思
議
疏
』（『
大
正
蔵
』
八
五
〇
番
、
具
名
『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』）
不
可
思
議
撰
。

【『
大
日
経
』「
供
養
法
」
の
類
本
】

○
『
要
略
念
誦
経（

（1
（

』（『
大
正
蔵
』
八
四
九
番
、
具
名
『
大
毘
盧
遮
那
仏
説
要
略
念
誦
経
』）
菩
提
金
剛
訳
。（

（1
（

※
『
不
思
議
疏
』、『
要
略
念
誦
経
』
は
善
無
畏
に
係
る
も
の
で
は
な
い
。
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【「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」
の
内
の
二
本
】

◎
『
摂
大
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
八
五
〇
番
、
具
名
『
摂
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
入
蓮
華
胎
蔵
海
会
悲
生
曼
荼
羅
広
大
念
誦
儀

軌
供
養
方
便
会
』）

◎
『
広
大
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
八
五
一
番
、
具
名
『
大
毘
盧
遮
那
経
広
大
儀
軌
』）

【
そ
の
他
】

◎
『
尊
勝
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
九
七
三
番
、
具
名
『
尊
勝
仏
頂
脩
瑜
伽
法
軌
儀
』）

◎
『
慈
氏
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
一
四
一
番
、
具
名
『
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
誐
念
誦
法
』）
※
『
尊
勝
儀
軌
』
と
類
本
関
係
。（

（1
（

【「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」】

◎
『
三
種
悉
地
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
五
番
、
具
名
『
三
種
悉
地
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
法
』）

◎
『
破
地
獄
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
六
番
、
具
名
『
仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
三
身
仏
果
三
種
悉
地
真
言
儀

軌
』）

◎
『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
七
番
、
具
名
『
仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
』）

※
善
無
畏
訳
、
あ
る
い
は
善
無
畏
訳
と
見
做
さ
れ
て
い
る
経
軌
は
「
◎
」、
そ
れ
以
外
の
注
釈
書
等
は
「
○
」
と
し
た
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
川
崎
【
二
〇
一
四
】
で
は
、『
大
日
経
』
か
ら
儀
軌
（「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」）、
そ
し
て
次
第
へ
と
至
る
過
程
で

の
内
容
変
化
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
儀
軌
（「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」）
か
ら
次
第
へ
の
内
容
変
化
で
は
な
く
、
儀
軌
（「
胎

蔵
四
部
儀
軌
」）
か
ら
そ
の
他
の
善
無
畏
訳
経
軌
へ
の
展
開
を
見
て
い
き
た
い
。
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①　
『
大
日
経
』
第
七
巻
と
『
摂
大
儀
軌
』・『
広
大
儀
軌
』

　

五
字
厳
身
観
の
裏
付
と
な
る
教
理
は
『
大
日
経
』
前
六
巻
の
諸
品
に
説
か
れ
、『
大
日
経
』
第
七
巻
「
持
誦
法
則
品
」
に
お
い
て

整
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
五
字
厳
身
観
の
経
典
（『
大
日
経
』）
か
ら
儀
軌
（「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」）
へ
の
展
開
過
程
は
川
崎
【
二
〇

一
四
】
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
な
が
ら
概
略
の
み
見
て
い
き
た
い
。

・『
摂
大
儀
軌
』　

ま
ず
、
満
足
句
の
真
言
「nam

aḥ sam
antabuddhānām

 a vī ra hūṃ
 khaṃ

」
を
引
用
し
、
さ
ら
に
『
大
日
経
』「
秘

密
漫
荼
羅
品
」
の
偈
頌
を
引
用
し
て
い
る
。
第
七
巻
か
ら
の
引
用
は
み
ら
れ
な
い（

（1
（

。

・『
広
大
儀
軌
』　

第
七
巻
の
五
字
厳
身
観
を
説
く
部
分
が
、『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」
の
記
述
を
加
味
し
て
や
や
増
広
さ
れ
た
形

で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
前
に
は
嚂
字
観
、
直
後
に
は
虚
空
蔵
転
明
妃
の
真
言
、
さ
ら
に
五
字
厳
身
観
で
建
立
し
た
五
字
・
五

輪
の
上
下
を
反
転
さ
せ
て
地
輪
を
最
上
に
、
空
輪
を
最
下
に
観
ず
る
五
輪
器
界
観
も
説
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

②　
『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』

　

こ
こ
か
ら
は
、『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い（

（1
（

。『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
に
見
ら
れ
る
五
字
厳
身

観
由
来
の
行
法（

（1
（

は
、『
広
大
儀
軌
』
所
説
の
行
法
を
踏
襲
し
つ
つ
、
そ
れ
を
増
広
さ
せ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
行
法
全
体
を
概
略
す

る
と
、
㈠
嚂
字
観
、
㈡
五
輪
観
、
㈢
普
通
真
言
、
㈣
三
昧
耶
真
言
・
一
切
仏
心
三
昧
耶
印
、
㈤
五
輪
器
界
観
、
㈥
金
剛
三
昧
耶
真
言

及
び
印
、
㈦
降
三
世
真
言
と
分
け
る
こ
と
が
出
来
る（

（2
（

。
㈠
〜
㈢
と
㈤
は
『
広
大
儀
軌
』
所
説
の
も
の
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
㈣

㈥
㈦
が
『
広
大
儀
軌
』
よ
り
も
増
広
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
増
広
部
分
は
『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
経
軌
の
記
事
を
採
用
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
無
畏
訳
経
軌
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
金
胎
合
行
化
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
な
お
、
㈦
の
真
言
は
「oṃ

 

niśum
bha vajra huṃ

 phaṭ

」
で
あ
る
が
、
こ
の
真
言
は
漢
訳
経
軌
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
増
広
部
分
が
ど
の
経
軌

の
記
事
を
用
い
た
の
か
不
明
で
あ
る（

（2
（

。
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③　
「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」

　
『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
は
も
と
も
と
存
在
す
る
記
事
を
ベ
ー
ス
と
し
て
そ
れ
を
「
増
広
」
し
て
い
る
が
、「
三
種
悉
地
破
地

獄
儀
軌
」
は
、
も
と
の
記
事
を
単
に
「
増
広
」
す
る
域
に
留
ま
ら
ず
、
先
行
す
る
経
軌
の
記
事
を
基
に
、
そ
こ
へ
新
た
な
独
自
の
解

釈
を
加
え
て
い
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」
で
は
、
五
字
を
五
仏
の
み
だ
け
で
な
く
、
五
部
・
五
臓
へ
の
配
当
も

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」
に
の
み
見
ら
れ
る
配
当
で
あ
る
。

五
字

阿

鑁

藍

唅

欠

五
仏

阿
閦

阿
弥
陀

宝
生

不
空
成
就

大
日

五
部

金
剛

蓮
花

宝

羯
磨

虚
空

五
臓

肝

肺

心

腎

脾

五
輪

地
輪

水
輪

火
輪

風
輪

空
輪

五
大

地

水

火

風

空

　
「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」
の
う
ち
、『
三
種
悉
地
軌（

（2
（

』
と
『
破
地
獄
軌（

（2
（

』
で
は
さ
ら
に
、
建
立
し
た
五
輪
曼
荼
羅
に
金
剛
界
の
尊

格
を
配
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
胎
蔵
の
行
法
に
金
剛
界
の
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
三
種
悉
地
軌
』
で
は
五
字
を
木
・

金
・
火
・
水
・
土
の
五
行
、
青
・
白
・
赤
・
黒
・
黄
の
五
色
、
酸
・
辛
・
苦
・
䶢
・
甘
の
五
味
、
春
・
秋
・
夏
・
冬
・
土
用
の
五
季
、

魂
・
魄
・
神
・
志
・
意
の
五
神
等
に
配
当
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
中
国
的
陰
陽
五
行
説
思
想
の
五
字
へ
の
配
当
も
、
ど
の
経
軌
に

も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」
の
中
で
も
『
三
種
悉
地
軌
』
独
自
の
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
こ
ま
で
、『
大
日
経
』
か
ら
儀
軌
（「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」）、
そ
し
て
儀
軌
（「
胎
蔵
四
部
儀
軌
」）
か
ら
そ
の
他
の
善
無
畏
訳
経
軌
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へ
の
展
開
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
『
広
大
儀
軌
』
か
ら
『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』、
そ
し
て
「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」
へ

と
展
開
し
て
い
く
過
程
に
五
字
厳
身
観
の
中
国
密
教
的
展
開
が
確
認
で
き
る
。
続
い
て
、
次
節
で
は
善
無
畏
訳
経
軌
の
金
胎
合
行
化

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

三
―

二
、
中
国
密
教
の
展
開　

金
胎
合
行
化
と
い
う
視
点

　

善
無
畏
訳
の
経
軌
に
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
を
取
り
込
ん
だ
行
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
古
く
は
大
村
【
一

九
一
八
】
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
長
部
【
一
九
七
一
】
等
に
よ
っ
て
経
軌
の
金
胎
合
行
化
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
。

　
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
を
一
つ
の
セ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
イ
ン
ド
に
は
見
ら
れ
な
い
中
国
密
教
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
山
口
【
二
〇
一
六
】
で
は
「
こ
の
傾
向
は
不
空
に
は
見
ら
れ
ず
、
恵
果
（
七
四
六
〜
八
〇
五
）
が
第
一
人
者
の
時
代
に
徐
々

に
あ
ら
わ
れ
て
く
る（

（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
両
部
を
一
つ
と
捉
え
る
思
想
は
、
空
海
が
真
言
宗
を
開
宗
す
る
際
に
両
部
不
二
の
思

想
と
し
て
日
本
に
お
い
て
結
実
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
本
稿
の
視
点
は
金
胎
合
行
化
さ
れ
た
善
無
畏
訳
経
軌
に
あ
る
。
先
述
し
た
『
尊
勝
儀
軌
』
は
巻
下
の
冒
頭
に

今
、
金
剛
頂
、
大
毘
盧
遮
那
経
、
并
び
に
釈
義
十
卷
。
蘇
悉
地
、
蘇
摩
呼
、
如
意
輪
、
七
倶
胝
、
瞿
醯
且
怛
羅
、
不
空
羂
索
等

の
経
を
略
し
て
撰
集
す
。（

（2
（

と
あ
り
、『
尊
勝
儀
軌
』
が
梵
本
か
ら
の
漢
訳
で
は
な
く
、
編
輯
し
て
成
立
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、『
尊

勝
儀
軌
』
は
様
々
な
経
軌
の
記
事
を
利
用
し
編
輯
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
金
胎
合
行
化
を
考
え
る
時
、「
大
毘
盧
遮
那
経
」

つ
ま
り
は
『
大
日
経
』
系
統
の
経
軌
、
そ
し
て
「
金
剛
頂
」
つ
ま
り
は
『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
経
軌
の
い
か
な
る
記
事
を
利
用
し
て

い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
無
畏
訳
経
軌
の
中
国
的
展
開
の
一
特
徴
を
見
出
せ
る
。
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前
節
②
で
も
見
た
が
、『
尊
勝
儀
軌
』
は
、『
広
大
儀
軌
』
所
説
の
行
法
を
踏
襲
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
、
そ
の
行
法
に
『
金
剛
頂
経
』

系
統
の
経
軌
に
見
ら
れ
る
記
事
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
『
金
剛
頂
経
』
系
経
軌
の
記
事
を
採
用
し
た
か
は

見
出
せ
て
い
な
い
。『
尊
勝
儀
軌
』「
召
請
本
尊
等
品（

（3
（

」
に
は

㈠
発
生
真
言
「
唵　
嚩
日
囉　
底
瑟
叱
（oṃ

 vajra tiṣṭha

）」

㈡
発
請
真
言
「
唵　
嚩
日
囉　
三
芒　
惹　
惹
（oṃ

 vajra sam
āja jaḥ

）」

㈢
迎
請
真
言
「
唵　
嚩
日
囉　
倶
捨　
惹
（oṃ

 vajrāṇkuśa jaḥ

）」

㈣
請
入
真
言
「
唵　
嚩
日
囉　
跛
捨　
吽
（oṃ

 vajra pāśa hūm

）」

㈤
請
住
真
言
「
唵　
嚩
日
囉　
建
吒　
阿
（oṃ

 vajra ghaṇṭa aḥ

）」

㈥
堅
固
真
言
「�

唵　
薩
囉
嚩
怛
他
蘗
多
毘
三
菩
地　
奈
栗
荼　
嚩
日
囉　
底
瑟
姹
（oṃ

 sarva-tathāgatābhisam
bodhi dṛḍha vajra 

tiṣṭha

）」

㈦
灌
頂
真
言
「
唵　
嚩
日
囉　
諾
迦　
咤
（oṃ

 vajrodaka ṭha

）」

の
七
種
の
真
言
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
金
剛
頂
経
』
系
経
軌
の
多
く
に
記
さ
れ
て
い
る
真
言
で
あ
る
。

　
『
尊
勝
儀
軌
』
の
成
立
当
時
、
中
国
に
お
い
て
漢
訳
さ
れ
て
存
在
し
た
『
金
剛
頂
経
』
系
経
軌
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・『
不
空
訳
三
巻
本
』（『
大
正
蔵
』
八
六
五
番
、
具
名
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』）

・『
略
出
経
』（『
大
正
蔵
』
八
六
六
番
、
具
名
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』）
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・『
摂
真
実
経
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
八
六
八
番
、
具
名
『
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
』）

・『
蓮
華
部
心
念
誦
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
八
七
三
番
、
具
名
『
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
誦
儀
軌
』）

・『
不
空
訳
二
巻
本
』（『
大
正
蔵
』
八
七
四
番
、
具
名
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』）

・『
施
護
訳
三
十
巻
本
』（『
大
正
蔵
』
八
八
二
番
、
具
名
『
仏
説
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
三
昧
大
教
王
経
』）

※
『
施
護
訳
三
十
巻
本
』
は
『
尊
勝
儀
軌
』
成
立
よ
り
も
後
年
の
訳
出
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
と
「
召
請
本
尊
等
品
」
と
を
見
た
時
、
㈢
の
行
法
や
㈤
の
真
言
、
さ
ら
に
㈠
〜
㈦
に
記
さ
れ
る
真
言
全
て
を
漏
ら

さ
ず
記
し
て
い
る
の
が
『
摂
真
実
経
』
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら（

（3
（

、『
摂
真
実
経
』
が
他
の
『
金
剛
頂
経
』
系
経
軌
と
比
較
し
て
、
最

も
『
尊
勝
儀
軌
』「
召
請
本
尊
等
品
」
と
の
近
似
性
が
見
ら
れ
る（

（3
（

。
さ
ら
に
、『
摂
真
実
経
』
以
外
の
『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
経
軌
に

お
い
て
、
金
剛
鈴
菩
薩
の
真
言
は
「oṃ

 vajrāveśa

」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「oṃ

 vajra ghaṇṭa aḥ

」
を
使
用
す
る
漢
訳
経
軌
は
他

に
な
い
。
唯
一
『
五
部
心
観
』
に
の
み
、『
摂
真
実
経
』
と
同
様
に
、
金
剛
鈴
菩
薩
の
真
言
に
「oṃ

 vajra ghaṇṭa aḥ

」
が
記
さ
れ

て
い
る（

（3
（

。
こ
の
点
は
、『
尊
勝
儀
軌
』・『
摂
真
実
経
』
と
『
五
部
心
観
』
の
近
似
性
を
指
摘
し
た
、
田
戸
【
二
〇
一
八
】
の
論
を
補

完
し
え
る
。
し
か
し
、
前
節
②
で
確
認
し
た
㈦
の
真
言
「oṃ

 niśum
bha vajra huṃ

 phaṭ

」
は
、『
摂
真
実
経
』
そ
し
て
『
五
部
心
観
』

に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、『
尊
勝
儀
軌
』
が
『
摂
真
実
経
』
と
『
五
部
心
観
』
の
記
事
を
採
用
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
『
金

剛
頂
経
』
系
の
経
軌
の
記
事
を
採
用
し
た
の
か
、
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

四
、
ま
と
め

　

船
山
【
二
〇
一
三
】
は
編
輯
経
典
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
を
「
編
輯
経
典
は
、
伝
統
的
に
真
経
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
経
録
情
報
や
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経
典
の
内
容
分
析
等
か
ら
再
検
討
し
、
編
輯
の
痕
跡
を
明
確
に
認
め
る
に
至
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
編
輯
経
典
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
現
時
点
で
は
真
経
と
扱
わ
れ
て
い
て
も
、
編
輯
経
典
で
あ
る
証
拠
が
後
で
見
つ
か
る
可
能
性
は
常
に
あ
る
。
編
輯
経
典

の
具
体
的
な
数
は
、
将
来
、
研
究
の
進
展
と
と
も
に
さ
ら
に
増
え
る
に
違
い
な
い（

（3
（

」
と
結
び
、
編
輯
経
典
に
は
ま
だ
議
論
の
余
地
が

あ
る
と
述
べ
る
。

　

船
山
【
二
〇
一
三
】
が
述
べ
る
よ
う
に
、
漢
訳
文
献
を
素
材
に
中
国
で
編
輯
し
た
経
典
で
あ
る
「
編
輯
経
典
」
は
中
国
に
お
い
て

多
数
存
在
し
、
そ
れ
は
善
無
畏
訳
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
そ
も
そ
も
、
善
無
畏
訳
と
伝
わ
る
『
尊
勝
儀
軌
』
に

編
輯
し
て
撰
述
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
恣
意
的
に
経
典
に
似
せ
て
作
ら

れ
た
「
偽
経
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
密
教
で
は
、
金
剛
智
、
不
空
、
善
無
畏
等
著
名
な
密
教
僧
の
訳
出
に
よ
っ
て
存
在
し
た
漢
訳
経
典
を
基
に
、
彼
ら
に
仮
託
さ

れ
た
密
教
経
軌
が
多
数
編
輯
さ
れ
た
と
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
編
輯
さ
れ
た
経
軌
は
、
当
時
の
中
国
密
教
に
お
い
て

実
際
に
流
布
さ
れ
修
法
さ
れ
る
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
中
国
に
お
い
て
様
々
な
展
開
を
み
せ
、
当
地
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
入
唐
八
家
た
ち
に
よ
っ
て
日
本
へ
将
来
さ
れ
て
現
存
し
、
彼
ら
の
訳
出
で
あ
る

と
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
善
無
畏
訳
経
軌
に
お
い
て
は
経
典
に
説
か
れ
て
い
た
記
事
が
儀
軌
に
至
る
際
に
増
広
さ
れ
、
中
国

独
自
の
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
漢
訳
経
軌
成
立
事
情
の
一
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

◎
参
考
文
献
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史
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史
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〇
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部
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一
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等
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も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
善
無
畏
訳
『
尊
勝
儀
軌
』

巻
下
の
冒
頭
に
「
今
、
金
剛
頂
、
大
毘
盧
遮
那
経
、
并
び
に
釈
義
十
卷
。

蘇
悉
地
、
蘇
摩
呼
、
如
意
輪
、
七
倶
胝
、
瞿
醯
且
怛
羅
、
不
空
羂
索

等
の
経
を
略
し
て
撰
集
す
。」（『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
七
七
下
）
と
あ

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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３
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九
九
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（
５
）
山
口
【
二
〇
一
六
】
参
照
。

（
６
）
頼
富
【
一
九
九
九
】
参
照
。

（
７
）『
大
正
蔵
』
五
五
、
五
七
一
下

（
８
）『
大
正
蔵
』
五
五
、
八
七
四
下

（
９
）『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
三
、
三
〇
〇
五
頁
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一

九
三
三
）。
な
お
、
大
村
【
一
九
一
八
】
の
附
録
「
経
軌
章
疏
一
覧
」

三
三
〜
三
五
頁
）
で
は
、
二
一
部
二
九
巻
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
慧
琳
（
七
三
七
〜
八
二
〇
）
の
『
一
切
経
音
義
』
に
は
「
開
元
十
年

壬
戍
歳
、
善
無
畏
三
蔵
訳
出
、
仏
頂
尊
勝
瑜
伽
念
誦
法
両
巻
。」（『
大

正
蔵
』
五
四
、
五
四
四
上
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
五
二
下

（
12
）『
大
日
経
』
供
養
法
は
、
漢
訳
さ
れ
た
『
大
日
経
』
第
七
巻
に
説
か
れ

て
お
り
、『
大
日
経
』
に
付
属
す
る
儀
軌
で
あ
る
。
漢
訳
『
大
日
経
』

の
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
ま
で
は
、
無
行
（
六
三
〇
〜
）
が
中
国
に
送

っ
た
梵
本
を
善
無
畏
と
一
行
が
漢
訳
し
た
が
、
こ
の
供
養
法
の
部
分

だ
け
は
、
善
無
畏
が
自
ら
原
典
を
請
来
し
て
訳
出
し
、「
巻
第
七
」
と

し
て
新
た
に
本
経
の
最
後
に
付
け
加
え
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
木
村

【
二
〇
一
九
】
参
照
。

（
13
）
こ
の
経
は
菩
提
金
剛
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
翻
訳
経
典
と
さ
れ
な

が
ら
、
梵
文
原
典
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
中
国
の
経
録
に
も
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
へ
の
将
来

録
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
経
は
、
古
来
よ
り
『
大

日
経
』「
供
養
法
」
の
同
本
異
訳
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
の

研
究
で
は
同
本
異
訳
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
要
略
念
誦
経
』

の
最
新
の
研
究
で
あ
る
木
村
【
二
〇
一
九
】
で
は
、『
要
略
念
誦
経
』

が
『
大
日
経
』
第
七
巻
よ
り
も
整
備
さ
れ
発
展
し
た
形
態
を
持
つ
と

し
た
上
で
、「『
要
略
念
誦
経
』
は
、
漢
訳
さ
れ
た
『
大
日
経
』
第
七

巻
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
原
典
か
ら
漢

訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
漢
訳
『
大
日
経
』
第
七
巻
やPV. 

（M
ahāvairocanābhisaṃ

bodhi-saṃ
baddhapūjāvidhi

）
と
と
も
に
、

『
大
日
経
』
供
養
法
を
研
究
す
る
上
で
重
要
か
つ
不
可
欠
な
資
料
で
あ

る
、
と
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
木
村

【
二
〇
一
九
】
参
照
。
な
お
、
今
脚
注
中
の
（
）
内
は
筆
者
が
加
筆
。

（
14
）
古
来
、『
要
略
念
誦
経
』
の
訳
者
で
あ
る
菩
提
金
剛
と
は
金
剛
智
（
六

七
一
〜
七
四
一
）
で
あ
り
、
今
経
が
『
大
日
経
』「
供
養
法
」
の
同
本

異
訳
で
あ
る
と
、
安
然
（
八
四
一
〜
八
八
九
〜
）
に
よ
っ
て
見
做
さ

れ
て
き
た
（
三
崎
【
一
九
八
八
】
二
四
七
頁
参
照
）。
し
か
し
、
前
注

記
に
お
い
て
も
確
認
し
た
よ
う
に
、『
要
略
念
誦
経
』
と
『
大
日
経
』

「
供
養
法
」
と
が
同
本
異
訳
の
関
係
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、

『
要
略
念
誦
経
』
の
存
在
を
記
録
し
て
い
る
中
国
の
資
料
も
な
い
た
め
、

確
実
に
『
要
略
念
誦
経
』
に
つ
い
て
言
え
る
点
は
、
今
経
の
成
立
年

代
の
下
限
が
恵
運
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
八
四
七
年
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
木
村
【
二
〇
一
九
】
で
は
「
当
経
（『
要
略
念
誦
経
』）

は
、
恐
ら
く
恵
運
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
時
点
、
即
ち
八
四
七
年
か

ら
あ
ま
り
遡
ら
な
い
時
期
に
、
金
剛
智
と
は
別
人
の
来
歴
不
詳
の
菩

提
金
剛
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
金
剛
智
に
仮
託
す
る
た

め
に
、
金
剛
智
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
「
菩
提
金
剛
訳
」
と
し
て
、

訳
出
あ
る
い
は
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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木
村
【
二
〇
一
九
】
参
照
。
な
お
、
今
脚
注
中
の
（
）
内
は
筆
者
が

加
筆
。

（
15
）
佐
々
木
【
二
〇
〇
九
】
参
照
。

（
16
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
八
三
下

（
17
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
中
〜
九
三
上

（
18
）
川
崎
【
二
〇
一
四
】
に
お
い
て
、『
尊
勝
儀
軌
』、『
慈
氏
儀
軌
』、「
三

種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
」
に
関
し
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
19
）『
尊
勝
儀
軌
』『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
六
八
中
〜
三
六
九
下

『
慈
氏
儀
軌
』『
大
正
蔵
』
二
〇
、
五
九
〇
上
〜
五
九
一
下

（
20
）
小
崎
【
二
〇
一
六
】
参
照
。

（
21
）
な
お
、
小
崎
【
二
〇
一
八
】
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
尊
勝
儀

軌
』
と
『
慈
氏
儀
軌
』
で
は
修
法
の
順
番
が
若
干
異
な
り
、
ま
た
『
慈

氏
儀
軌
』
に
の
み
説
か
れ
る
行
法
も
あ
る
が
、
概
ね
同
様
の
行
法
で

あ
る
た
め
、『
尊
勝
儀
軌
』
の
記
事
を
用
い
た
。

（
22
）
漢
訳
圏
に
お
い
て
こ
の
真
言
が
見
ら
れ
る
経
軌
は
、『
尊
勝
儀
軌
』
よ

り
も
後
年
の
訳
出
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
崎
【
二
〇
一
六
】
参
照
。

（
23
）
小
崎
【
二
〇
一
八
】
参
照
。

（
24
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
〇
中
〜
下

（
25
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
三
上
〜
中

（
26
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
九
下
〜
九
一
一
上

（
27
）
小
崎
【
二
〇
一
八
】
参
照
。

（
28
）
山
口
【
二
〇
一
六
】
一
二
一
頁
参
照
。

（
29
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
七
七
下

（
30
）『
尊
勝
儀
軌
』
は
慧
琳
（
七
三
七
〜
八
二
〇
）
の
『
一
切
経
音
義
』
に

「
開
元
十
年
壬
戍
歳
、
善
無
畏
三
蔵
訳
出
、
仏
頂
尊
勝
瑜
伽
念
誦
法
両

巻
。」（『
大
正
蔵
』
五
四
、
五
四
四
上
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
開
元
一

〇
（
七
二
二
）
年
に
訳
出
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
存
在
す
る
。
し
か

し
『
尊
勝
儀
軌
』
巻
下
に
お
い
て
、
編
輯
し
て
成
立
し
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
点
と
、『
尊
勝
儀
軌
』
の
内
容
か
ら
、
現
在
の
研
究
で
は
『
尊

勝
儀
軌
』
が
善
無
畏
に
よ
る
訳
出
で
あ
る
と
は
看
做
さ
れ
て
お
ら
ず

（
干
潟
【
一
九
三
九
】、
三
崎
【
一
九
八
八
】、
佐
々
木
【
二
〇
〇
九
】

参
照
）、
善
無
畏
以
降
、
彼
の
影
響
下
に
あ
る
人
物
あ
る
い
は
グ
ル
ー

プ
の
編
纂
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
小
崎
【
二
〇
一
六
】
参
照
）。
よ
っ
て
、

『
尊
勝
儀
軌
』
の
成
立
は
『
一
切
経
音
義
』
が
編
纂
さ
れ
た
八
〇
七
年

が
下
限
の
中
国
成
立
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
31
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
六
九
下
〜
三
七
〇
中

（
32
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
二
七
三
上
・『
大
正
蔵
』
一
八
、
二
七
三
中
・『
大

正
蔵
』
一
八
、
二
七
三
上
・『
大
正
蔵
』
一
八
、
二
八
〇
上
・『
大
正
蔵
』

一
八
、
二
八
〇
上
・『
大
正
蔵
』
一
八
、
二
七
五
中
・『
大
正
蔵
』
一
八
、

二
七
中

（
33
）
小
崎
【
二
〇
二
〇
】
参
照
。

（
34
）『
五
部
心
観
』
金
剛
鈴
菩
薩
（『
大
正
蔵
』
図
像
二
、
九
三
）

（
35
）
船
山
【
二
〇
一
三
】、
一
七
三
頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

善
無
畏　

中
国
密
教　
『
尊
勝
儀
軌
』　
『
慈
氏
儀
軌
』
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